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2月21日　鹿児島市みなと大通り公園
　   　2月28日　鹿児島市中央公園

　　 　

3月  7日  中央愛犬病院　

3月14日　鹿児島市中央公園

3月21日　鹿児島市みなと大通り公園　
3月２8日　鹿児島市中央公園
4月  4日　中央愛犬病院　

4月11日　鹿児島市中央公園

　　　

　　　　　　 ※毎月下記予定で開催いたします。
第2・第4日曜日：中央公園

第3日曜日：みなと大通り公園　

第1日曜日：中央愛犬病院（不定）

　　  　  　　午前10：00～午後3：00

今年度より「犬猫の里親探しの会」を改め、　

「犬猫譲渡会」といたします。

譲渡会会場では、野良猫の不妊手術についての

　ご相談も受け付けております。

共に生きた１４年
「どうしても○○さんに飼ってもらいたいのですが、一度見に来て下さい。」とコリーの子犬が産まれた知人からの電話で、ロッキーとの出会いが始まりました。

　すでに雑種犬の“ポチ”もいたので２度、３度と断りましたが、とにかく見て下さいと言われるので妻と娘が断ることを前提に伺いました。が…、そこにはふわふわの愛くるしい舞い降りた天使たちが６匹も…。言うまでもなく妻も娘も一発でノックダウン。会社から帰って断っただろうと聞くと、妻は選ぶのは可哀想だから最後に残った子でいいと返事してきたとのこと。あきれる私に「ロッキーはすごくかわいいよ！」とすでに名前まで付けていた中一の娘がご丁寧に念押しまでしてくれました。

　かくして、我が家の一員となったロッキーは人懐こくヤンチャ坊、ご近所さんはもとより散歩で会う人、会う人に愛嬌を振りまき人気者になりました。展覧会でも活躍して、１歳３ヶ月でチャンピオン犬に。４歳で展覧会引退後は庭でシーズー、ダックス、チワワなどチビっ子軍団の良き遊び相手となり、夜になると豊かな長毛は猫たちの格好のねぐらになっていました。

　楽しい日々はあっという間に過ぎ、１３歳頃から後ろ足が弱くなってきました。自分で立てないこともたびたびあったので、雨にでも打たれてはとリビングへ上げることにしました。１４歳を迎える夏前、とうとう寝たきりになり、痩せたとはいえコリーは大きく、おしめを換えるのにも一苦労。まめに向きを変えたり手製の座布団を作ったりしましたがとうとう床擦れができてしまい、妻はいつも「かわいそうに、ごめんね」と話しかけながら献身的に介護を続けました。眠っているときは広い野原を駆け回っている夢でも見ているのでしょうか、不自由な足をバタつかせ不憫な思いになります。夜になると痴呆からか、寂しいのかそばにいないと私たちを呼ぶ声がいつまでも続き、正直「もういい加減にしてくれ！」と思うこともありました。そんな日が続くうち、私たちにもロッキーにもその日が近づいていることがわかりました。

亡くなる４日ほど前から生きることを拒むかのように何も食べなくなり、水もほとんど受け付けなくなりました。２日前からは目もくぼみ、何も見えていないようでしたが「ロッキー 頑張ろうね」と頭を撫でると首をもたげ嬉しそうに反応を示してくれます。

その日は日曜の夜でした。咳き込むようにして少し呼吸が荒くなり、やがてゆっくりとした大きな呼吸に変り、開いた口から見える歯茎はみるみる白くなっていきました。手足をわずかに動かし頑張るロッキーに「もういいよ もういいよ ロッキー、よく頑張ったね。ありがとう」という言葉をかけるのが精一杯でした。動かなくなったロッキーの胸に当てた手には、まだ心臓の鼓動が伝わります。耳は聞こえているかもしれない、そう思うとありったけの感謝の気持ちを伝えたいのに言葉が出ませんでした。ただ、温もりが消えていく身体を、いつものように撫でてあげることしか出来ませんでした。
共に生きた１４年と２カ月、ロッキーは幼くして楽しさと幸せを、若くしてやさしさと本当の強さを、老いては絆の深さと同じ命の尊さを、そして最後にいつも傍らにいてくれた喜びを教えてくれました。そしてまた天使に戻って逝きました。

犬も猫もすべての動物たちは純粋な目と心で私たちを見ています。理解してあげられたでしょうか、駆け引きのないその目に答えられたでしょうか、「お父さんお母さん、家でよかったよ」と思ってくれたでしょうか、いつもそれだけが気がかりです。　　　E・Ｆ

年をとるということ
Yuka 犬と猫のクリニック　園田由香

　開院当初からうちに来て下さっているわんちゃん、ねこさんも、月日の移ろいと共に、お口の周りに白い毛が目立ってきたり、痩せてきたり、白内障で目が見えにくくなってきたり･･･　

　私たち人間と同様、このように、わんちゃん、ねこさんも、加齢に伴う症状が顕著に現れる子も少なくありません。　

飼主さんの心の準備ができないまま、旅立ってしまう子もいれば、ご家族の心からの介護を十分に受け、最期に「今までありがとう」との言葉を聞きながら、安らかに旅立つ子もいます。　

　最近、立て続けに数頭のわんちゃんとお別れしました。　

どの子も最後まで飼主さんに大事に大事に可愛がられ、最期のときも飼主さんの腕の中でさよならできた、本当に幸せな子達でした。　そして、飼主さまの心が落ち着かれた頃に、わざわざ当院にお礼に来てくださいました。　

「お世話になりました」「先生のおかげで・・・」などと言われると、どれほどまでに飼主さまのお手伝いができただろうかと自問します。　想い出話にするにはまだ早いときなどは、男性の方でも目にうっすら涙が溜まるのがわかります。　それを見てまた「あ～、あの子はこの飼主さんの元で、本当に幸せだっただろうな～」と思うのです。　そして、その脇で話を聞きながら涙目になっているうちのスタッフを見て、「よくやってくれたね」と彼女らの献身的な労をねぎらいたくなるのです。

最近はペット医療も目まぐるしく進歩し、それに伴い、人間もそうであるように、ペットも寿命が延び、今まであまり表面化していなかったような病気に遭遇する機会も増えてきました。　でも、獣医療が進歩したからと言って、必ずそれを受けなければならないとは考えていません。　当院でも抗がん剤の治療を受けている子もいます。心臓が悪く常にお薬の必要な子もたくさんいます。でも、こられのことは全て、飼い主さまのご理解と協力なしには成しえない事です。

飼主さんのできる範囲で、後悔のない方法を選んで頂けたらいいと思っています。

当院の患者さんで14歳のラブラドールさんがいます。　大型犬の寿命を考えるとかなりなご高齢です。　この子も年相応にいろんなトラブルをかかえ、毎日数種類の薬を飲ませてもらっていますが、飼主さんの「診る目」が確かで、これまでも何度となく「よくこんなところに気づかれましたね～」と驚くような小さなでき物なども早期に見つけて下さり、早めに除去する等を繰り返し今日に至ります。　

「病は気から」とよく言いますが、ラブラドール本来の陽気で明るい性格に加え、飼主さんのいつでも明るく前向きな姿が「一番の薬」となってか、年末には立てなくなり、食べなくなり、「いよいよダメか」と思われた大きな峠も無事に乗り越え、今では毎日カステラ三昧です（笑）。

わんちゃん、ねこさんは私たちより早いスピードで生きています。　その短い人生をいつも飼主さんと楽しく過ごしたいと願っているに違いありません。　飼主さんの気はペットにもうつります。感じ取ります。　いつかくるであろうその子の最期に立ち会う時、「ありがとう」「今まで楽しかったよ」と言ってもらえることが、最高の贈りことばではないかと思います。　

「ご長寿犬・猫の介護」取材ご協力のお願い
近年、人間同様犬猫の寿命も飛躍的に延びています。

同時に、犬猫も高齢化に伴う病気から痴呆、寝たきりへと介護が必要となるケースも少なくありません。愛犬・猫の介護が必要となった時、飼い主であるご家族には、経済的・精神的・体力的に負担が増えます。

私も、昨年2匹の愛犬の介護を経験し、愛犬からいろいろな事を学ばせてもらいました。

歩行困難・痴呆・夜鳴き・寝たきり、周囲の方々からアドバイスを頂きながら試行錯誤の日々でしたが、その命の灯がつきるその時まで共に過ごせた事に心から感謝しています。

犬猫の譲渡会で、新しい家族に巡り会えた犬猫達の姿を見て喜びを感じる一方、安易な理由から飼い犬・猫を手離す人達の相談を日常的に受けています。

理由は様々ですが、到底納得しかねる理由も少なくありません。

安易に手離す人達は、安易に飼う事から始まります。

そこで、日々愛犬・猫の介護に取り組んでおられるご家族と愛犬・猫の姿をとおして、終生その小さな物言えぬ「命」と共に生きるということ、人間と同じように病気もし、高齢になれば介護も必要だということを、今から犬・猫を飼おうとしている人達、また現在飼っている人達に伝えたいと思い、取材にご協力いただけるご家族を募集しております。

「介護」というと暗いイメージがありますが、そうではなく「介護できるまで長生きしてくれてありがとう。」という感謝の思いをベースに写真を撮らせて頂きたいと思います。

まったくの素人が撮りますので、完成度はご期待にそえないと思いますが、気持ちを込めて撮らせていただきますのでご容赦くださいますようお願いいたします。

写真は、「終生飼養」の啓蒙活動の中で使わせていただきます。

何卒、ご理解のうえご協力お願いいたします。

お問合せ先：０９０－８７６０－２０９２（中村）　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　  　                        　　　　　　　　　

　　　

　　二月は日数の短い月、疲れのたまる時期でもござ

ます。どうぞご自愛ください。　　　　　　　　                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



犬猫譲渡会・決定数


１２月６日


成猫１匹：子猫５匹：成犬１匹


１２月1３日


成猫１匹：子猫５匹：成犬２匹


１２月２０日


成猫２匹：子猫１匹：成犬１匹


１２月２７日


成猫５匹：子猫６匹


１月１０日


成猫２匹：成犬１匹


１月１７日


成猫１匹：子猫１匹


１月２４日


　成猫１匹：子猫５匹：子犬５匹





これまでの合計匹数：３０９０匹


猫：２３４２匹


犬：　７４８匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC(ロータリー地域社会共同隊)　


� HYPERLINK "http://www3.synapse.ne.jp/wan/nyan" ��http://www3.synapse.ne.jp/wan/nyan�














カレンダー販売の報告とお礼





会のオリジナルカレンダー(２２年版)


１０００部のうち、９９３部販売、７部は贈呈となり、完了いたしました。


会として初めての取りくみで、不安もありましたが、たくさんの方々の善意とご協力


のおかげで完売することができました。


スタッフ一同、心から感謝いたしております。収益金は、会の運営資金、犬猫達の医療費等に使わせて頂きます。



































〒892-0816


鹿児島市山下町１５－１


かごしま市民福祉プラザ内


メールＢＯＸ１１番


TEL 090－8760－2092








平成22年1・2月号

















 猫の不思議 (=^ｖ^=)　　　　


「夢中で遊んでいる最中に大アクビ。


遊びたいの？ねむたいの？どっち？」


猫は遊びの途中、急に動作をとめて大アクビをすることがあります。


彼等のあくびは、眠くなった時だけに出るのではなく、「やるぞ！」とばかりに気合を入れる時に出る仕草なのです。アクビというのは、脳に酸素を送り込み、その働きを活性化させようとする体の仕組みでこれは人間も同じです。


（「ネコの気持ちがわかる本」より）
























































